
2021年

10月15日（金）

第17435号

（昭和20年１月15日第三種郵便物認可）

　

田
舎
で
も
都
会
で
も
街
の

中
心
地
、
ヘ
ソ
の
位
置
に
は

必
ず
あ
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
。
１
９
９
４
年
に
は
全

国
に
６
万
カ
所
以
上
存
在
し

て
い
た
が
２
０
１
９
年
に
は

３
万
カ
所
に
半
減
、
直
近
３

年
で
は
１
日
１
・
７
カ
所
の

Ｇ
Ｓ
が
廃
業
し
て
い
る
と
い

う
◆
日
本
の
石
油
メ
ジ
ャ
ー

に
君
臨
し
て
い
る
の
が
、
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
。
21
年
３
月
期
の
売
り
上

げ
が
７
兆
６
５
８
０
億
円
の

巨
大
企
業
だ
が
、
そ
の
78
％

は
石
油
・
石
化
製
品
で
占
め

ら
れ
て
い
る
。
脱
炭
素
の
流

れ
は
勢
い
を
増
し
て
お
り
、

電
動
車
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
で

石
油
需
要
は
今
後
ま
す
ま
す

縮
小
す
る
傾
向
だ
。
そ
う
し

た
苦
境
か
ら
脱
出
す
る
方
策

と
し
て
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
本
格
進

出
を
決
め
、
今
般
、
ジ
ャ
パ

ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
・
エ

ナ
ジ
ー
（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
）
の
全
株

式
の
取
得
を
決
定
し
た
◆
Ｊ

Ｒ
Ｅ
は
２
０
１
２
年
創
業
の

新
興
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
で
、

太
陽
光
、
陸
上
風
力
お
よ
び

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
数
保
有
、

21
年
９
月
の
発
電
容
量
37
・

９
万
㌔
㍗
、
現
在
建
設
中
の

も
の
も
含
め
る
と
70
・
８
万

㌔
㍗
に
達
す
る
。
洋
上
風
力

発
電
に
も
着
手
、
長
崎
県
沖

で
30
㍋
㍗
規
模
の
開
発
も
進

行
し
て
い
る
◆
そ
れ
に
し
て

も
20
年
12
月
期
の
売
上
高
が

36
億
円
の
企
業
を
、
２
０
０

０
億
円
で
買
収
す
る
と
い
う

が
、
脱
石
油
へ
乗
り
遅
れ
ま

い
と
す
る
必
死
さ
が
う
か
が

え
る
投
資
で
は
あ
る
。

Ｎ
（
21
・
10
・
15
）

　

Ａ
Ｎ
Ａ
は
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
持

続
可
能
な
航
空
燃
料
）
な
ど

の
活
用
を
通
じ
て
航
空
輸
送

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
航
空

利
用
者
と
共
同
で
取
り
組
む

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
Ａ
Ｆ　

Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ　

Ｉ
ｎ
ｉ
ｔ

ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
」
を
立
ち
上

げ
、
第
１
弾
と
し
て
日
本
通

運
、
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、

郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
３

社
と
と
も
に
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
使

用
し
た
貨
物
便
の
運
航
を
９

月
29
日
に
実
施
し
た
。

　

顧
客
と
と
も
に
Ｓ
Ａ
Ｆ
を

使
用
し
て
フ
ラ
イ
ト
す
る
の

は
本
邦
航
空
会
社
と
し
て
初

め
て
と
な
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
法
人
顧

客
の
従
業
員
の
出
張
な
ど
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
削
減
す

る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
カ
ー
ゴ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
な
り
、
カ
ー
ゴ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
輸
送
・
配
送

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
実
質

的
に
削
減
し
、
企
業
の
事
業

全
体
で
間
接
的
に
発
生
す
る

Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
す
る
も

の
。
参
加
者
に
は
第
三
者
機

関
の
認
証
を
受
け
た
Ｃ
Ｏ
２

削
減
証
書
を
発
行
す
る
。

　

航
空
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
３
社

と
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
社
（
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
）
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｆ

を
調
達
し
、
成
田
発
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
行
の
貨
物
便
に
搭

載
し
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｆ
は
廃
食
油
、
パ
ー

ム
油
、
ご
み
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
、
藻
類
な
ど
を
原
料
に

製
造
す
る
燃
料
で
あ
り
、
国

土
交
通
省
も
２
０
２
０
年
11

月
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

国
内
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
２
０
３
０
年

頃
の
商
用
化
（
１
㍑
１
０
０

円
台
の
提
供
）
を
目
指
し
て

い
る
。

み
は
物
流
業
界
で
初
め
て
第

三
者
機
関
（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
ジ
ャ
パ

ン
）
に
よ
る
検
証
を
受
け
て

お
り
、
算
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
デ
ー
タ
は
行
政
な
ど

へ
の
公
的
な
手
続
き
に
利
用

で
き
る
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ナ
ビ
を

顧
客
ご
と
、
案
件
ご
と
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
ツ
ー
ル

「
エ
コ
ト
ラ
ン
ス
・
ナ
ビ
」

も
準
備
中
で
、
顧
客
の
輸
送

実
績
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
現

行
の
輸
送
と
エ
コ
輸
送
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
を
比
較
し
、
コ

ス
ト
削
減
と
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を

組
み
合
わ
せ
た
営
業
提
案
を

推
進
す
る
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
フ
ォ
ロ
フ
ラ
イ
（
本
社

＝
京
都
市
、小
間
裕
康
社
長
）

が
輸
入
・
販
売
を
手
が
け
る

Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
（
１
㌧
ク
ラ

ス
）
が
国
内
で
初
め
て
フ
ァ

ブ
レ
ス
生
産
（
国
外
生
産
）

に
よ
る
宅
配
用
電
気
自
動
車

の
ナ
ン
バ
ー
交
付
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ

イ
ル
事
業
で
の
同
車
両
の
全

面
的
な
導
入
を
決
定
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
国
内
メ
ー
カ
ー

に
な
か
っ
た
１
トン
ク
ラ
ス
の

Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
を
、
フ
ォ
ロ

フ
ラ
イ
社
が
日
本
の
安
全
基

準
に
基
づ
き
設
計
変
更
し
た

車
両
を
中
国
の
メ
ー
カ
ー
が

Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
し
提
供
す
る
。

　

同
社
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
配
送
に
最
適
な
車
種
で
、

航
続
距
離
３
０
０
㌔
㍍
が
可

能
な
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載

し
、
普
通
免
許
で
の
運
転
が

可
能
な
車
種
と
し
て
最
大
積

載
量
の
Ｅ
Ｖ
と
な
る
。
導
入

金
額
は
１
台
あ
た
り
約
３
８

０
万
円
で
、
ガ
ソ
リ
ン
車
と

同
等
。

　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

　

日
本
通
運
は
、
国
内
の
最

適
輸
送
モ
ー
ド
を
一
括
検
索

で
き
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

ナ
ビ
」
を
公
開
し
、
各
輸
送

モ
ー
ド
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

横
断
的
に
比
較
・
算
出
で
き

る
業
界
初
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
今
月
14
日
か
ら
提
供
を
開

始
し
た
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ナ
ビ
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら

発
着
地
・
個
数
・
重
量
を
入

力
す
る
だ
け
で
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
利
用
可
能
な
輸
送

モ
ー
ド
を
瞬
時
に
比
較
・
検

討
で
き
る
。
同
社
は
、
運
賃

や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
自
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

輸
送
網
を
駆
使
し
て
最
適
な

輸
送
モ
ー
ド
を
提
案
し
て
い

く
。

　

特
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
、

輸
送
ご
と
に
異
な
る
集
配
距

離
を
地
図
デ
ー
タ
と
連
携
し

て
計
算
し
算
出
。
こ
の
仕
組

Ｅ
コ
マ
ー
ス
向
け
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
車
両
と
し
て
約 

２
０
０
０
台
が
稼
働
し
て
お

り
、
今
後
５
年
程
度
で
こ
れ

ら
の
車
両
を
Ｅ
Ｖ
に
置
き
換

え
、
さ
ら
に
協
力
会
社
の
車

両
も
含
め
て
中
期
的
に
１
万

台
程
度
を
導
入
し
て
い
く
計

画
。

　

鎌
田
正
彦
社
長
は
「
今

回
、
フ
ォ
ロ
フ
ラ
イ
社
か
ら

Ｅ
Ｖ
の
供
給
が
得
ら
れ
る
こ

と
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
が

脱
・
炭
素
の
取
り
組
み
を
進

め
て
地
球
環
境
に
貢
献
し
て

い
く
上
で
大
き
な
前
進
。
当

社
は
フ
ォ
ロ
フ
ラ
イ
社
に
出

資
し
同
社
の
今
後
の
成
長
を

支
援
し
な
が
ら
、
次
世
代
型

車
両
の
導
入
を
迅
速
に
進
め

て
い
く
」
と
話
す
。

　

小
間
社
長
は
「
物
流
業
界

で
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
現
在
、
国
内
で
の
Ｅ
Ｖ

の
選
択
肢
は
少
な
い
状
況
。

我
わ
れ
は
国
内
外
で
Ｅ
Ｖ
開

発
を
進
め
る
自
動
車
メ
ー
カ

ー
と
共
同
開
発
す
る
こ
と
で

開
発
コ
ス
ト
を
大
幅
に
下

げ
、
市
場
で
求
め
ら
れ
る
機

能
を
取
り
入
れ
た
環
境
対
応

型
車
両
の
車
種
の
充
実
を
図

り
た
い
」
と
話
す
。

　

運
輸
労
連
は
13
日
、
第
51

回
運
輸
問
題
研
究
集
会
を
リ

モ
ー
ト
形
式
で
開
催
。
宮
里

邦
雄
弁
護
士
に
よ
る
「
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
確
立
に
向

け
て
」、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
枡
野
龍
二
理
事
長
に

よ
る
「
当
面
す
る
諸
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
の
後
、

労
働
政
策
・
産

業
政
策
・
組
織

の
３
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
討

論
し
た
。

　

運
研
集
会
は

２
年
ぶ
り
の
開

催
。
冒
頭
、
難

波
淳
介
委
員
長

は
、
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
こ
れ
ま
で
疑
う
こ
と

の
な
か
っ
た
自
由
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
た
、
日
本
は
自
粛

要
請
に
応
え
る
形
で
も
感
染

者
数
や
死
亡
者
数
は
低
く
抑

え
ら
れ
た
一
方
、
誹
謗
・
中

傷
と
い
っ
た
行
為
が
起
こ

り
、「
こ
う
し
た
行
為
を
生

み
出
す
背
景
に
あ
る
日
本

社
会
の
課
題
を
検
証
・
是
正

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
」
と
見
解
。

　

雇
用
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
産
業
構
造
転
換
が

予
測
さ
れ
る
中
、「
一
時
的

に
も
雇
用
を
削
減
し
て
は
な

ら
な
い
観
点
か
ら
注
視
し
て

い
く
」。
財
政
は
「
コ
ロ
ナ

に
よ
る
出
動
で
傷
ん
だ
財
政

の
健
全
化
を
は
か
る
た
め
に

国
民
負
担
の
議
論
は
避
け
ら

れ
な
い
」、
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

「
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
変
革
ま
で
踏
み
込
む

も
の
で
あ
り
、
物
流
Ｄ
Ｘ
に

何
を
求
め
て
い
く
べ
き
か
の

観
点
か
ら
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
」、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
は
「
遅
く
と
も
２

０
３
０
年
ま
で
に
脱
炭
素
化

へ
の
体
制
を
整
え
て
い
な
け

れ
ば
間
に
合
わ
な
い
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
誰
も
が
取

り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
政

府
に
は
将
来
を
見
据
え
た
人

へ
の
投
資
に
向
け
た
土
壌
を

整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

私
た
ち
は
時
代
の
転
換
点
の

真
っ
只
中
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
解

決
に
向
け
動
き
出
す
時
に
来

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

  
講
演
で
、
宮
里
弁
護
士
は

「
正
規
・
非
正
規
の
格
差
を

設
け
る
説
明
責
任
が
使
用
者

側
に
あ
り
、
ま
ず
労
働
者
が

説
明
を
求
め
る
行
動
を
起
こ

し
、
そ
れ
に
組
合
が
対
応
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
姿
」
と

述
べ
た
。

　

全
ト
協
の
枡
野
理
事
長
は

標
準
的
な
運
賃
に
つ
い
て

「
届
出
率
を
高
め
る
こ
と
が
、

皆
が
賛
成
で
あ
る
こ
と
を
示

す
証
拠
に
な
り
、
ト
ラ
ッ
ク

産
業
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
て

も
ら
え
る
」
と
の
考
え
を
示

し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
ユ
ー
グ
レ
ナ

は
、
越
谷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
で
次
世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
「
サ
ス
テ
オ
」
を

使
用
す
る
こ
と

で
合
意
し
、
１

日
か
ら
同
駅
構

内
の
コ
ン
テ
ナ

移
送
ト
ラ
ッ
ク

で
使
用
を
開
始

し
た
。

　

ユ
ー
グ
レ
ナ

は
、
２
０
０
５

年
に
世
界
で
初

め
て
石
垣
島
で
微
細
藻
類
ユ

ー
グ
レ
ナ
（
和
名
ミ
ド
リ
ム

シ
）
の
食
用
屋
外
大
量
培
養

技
術
の
確
立
に
成
功
し
、
食

品
や
化
粧
品
な
ど
の
開
発
・

販
売
を
行
う
ほ
か
、
バ
イ
オ

燃
料
の
商
業
生
産
に
向
け
研

究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
が
使
用
す
る
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
「
サ

ス
テ
オ
」
は
、
使
用
済
み
食

用
油
と
ユ
ー
グ
レ
ナ
を
原
料

と
し
て
製
造
。
燃
料
の
燃
焼

段
階
で
は
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す

る
が
、
食
用
油
の
原
材
料
で

あ
る
植
物
も
ユ
ー
グ
レ
ナ
も

成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ

っ
て
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
た

め
、
燃
料
を
使
用
し
た
際
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
実
質
的
に

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
な

る
。

　

１
日
か
ら
越
谷
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
の
構
内
移
送
用
ト

ラ
ッ
ク
の
燃
料
と
し
て
使
用

を
開
始
、
年
間
調
達
量
は
２

３
８
８
㍑
。

　

今
後
は
、
ト
ラ
ッ
ク
だ
け

で
な
く
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や

機
関
車
へ
の
使
用
拡
大
、
越

谷
タ
以
外
の
貨
物
駅
で
の
使

用
を
検
討
す
る
。

　

世
界
の
主
要
国
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言
し
、
気
候
変
動
に
伴
う
業
績

へ
の
影
響
の
開
示
を
企
業
に
義
務
づ
け
る
方
向
に
あ
る
。
企
業
に
と
っ
て
、
社
会
的

責
任
を
ど
う
果
た
し
て
い
く
か
と
い
う
非
財
務
情
報
が
投
資
判
断
の
対
象
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
動

き
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
今
後
活
発
化
し
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

Ｓ
Ａ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

開　
　

始

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー  

３
社
と
貨
物
便
運
航

ＡＮＡ

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
も
算
出

ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
・
ナ
ビ  

最
適
モ
ー
ド
を
検
索

日本通運

課
題
解
決
へ 

動
き
出
す
時

運
研
集  

転
換
点
に
立
つ
認
識
を

運輸労連

次
世
代 

バ
イ
オ
デ 

ィ
ー
ゼ
ル 

燃
料
使
用

ユ
ー
グ
レ
ナ
製
、越
谷
タ
で

ＪＲ貨物

難波 淳介 氏

ＥＶ（１ ㌧ 
クラス）１万台

ラストワンマイルで導入

ＳＢＳＨＤ

コンテナ移送トラックへの給油


